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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ランプと、前記ランプを保持するランプ保持成型品とからなるランプ保持装置であって、
前記ランプ保持成型品は、中空構造を有するひんじ形状の、薄肉部分上に形成された弾性
力を有する複数の突起支持部分を備え、
前記突起支持部分が前記ランプに当接することにより前記ランプを保持するランプ保持装
置。
【請求項２】
ランプと、前記ランプを保持するランプ保持成型品とからなるランプ保持装置であって、
前記ランプ保持成型品は、ひんじ形状の薄肉部分上に形成された弾性力を有する複数の突
起支持部分を備え、
前記突起支持部分が前記ランプに当接することにより前記ランプを保持するランプ保持装
置であって、
前記ランプ保持成型品は、前記ランプの長さ方向に直交する平面において異なる平面上で
前記突起支持部分が前記ランプに当接するランプ保持装置。
【請求項３】
前記ランプ保持成型品は、発砲材料にて形成したことを特徴とする請求項１または２記載
のランプ保持装置。
【請求項４】
請求項１から３に記載のランプ保持装置を、ランプ反射板に形成した穴に、弾性固定した
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液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ランプを確実に保持し、かつ輝度むらを軽減させるランプ保持装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤパネルにおいて、ランプを保持することは非常に重要である。ＬＣＤパネルにお
いては、ランプとランプを支持し固定する部分において熱移動が発生し、そのためランプ
の支持部分の温度上昇に不均一性が生じて輝度低下の問題が報告されている。また、液晶
に代表されるテレビジョン受像機においては、搭載されたスピ－カの振動がＬＣＤパネル
に伝達し、ランプが振動することにより発生する共振音も大きな課題となっている。振動
による共振音はテレビジョン受像機の高音質化という観点でも障害となるもので、ＬＣＤ
パネルにおけるランプの支持構造は、画質、音質といったテレビジョン受像機の重要な基
本性能にかかわるものであるといえる。ランプを確実に保持し、かつ輝度むらを軽減させ
るランプ支持構造の確立は非常に重要である。
【０００３】
　従来のＬＣＤパネルのランプ支持機構においては、一般的に成型品やシリコンゴムのス
ペ－サ等を介して固定することがなされているが、ランプ支持と熱移動の問題を両方解決
することが困難であった。ＬＣＤパネルにおけるランプ支持構造では、たとえば特許文献
１のように、バックライトのランプを支持するスペ－サが提案され、ランプの接触部分の
熱移動による輝度低下の防止に関して記載されている。この構造ではランプ支持接触部分
の接触面積を少なくする工夫がされている。
【特許文献１】特開２００５－２６８０６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示されている従来の構成では、ランプ支持接触部分の接
触面積を少なくする工夫がされているものの、保持部分がランプ外形に沿って線接触する
ものであり、熱移動を防止するものとしては効果が充分ではない。またシリコンゴムの使
用を記載しているが、材質そのものの熱伝導率が高いこともあり、支持するスペ－サ形状
と材質で決定するスペ－サそのもの自体の熱伝導率の影響も無視できない。また確実にラ
ンプ保持を行うためにはランプとの接触部分が多く必要となり、熱移動防止と確実な保持
は相反する課題であった。本発明は、上記従来の課題を解決するもので、ランプを確実に
支持することと熱移動を防止し輝度低下を防ぐこととの両方を実現し、輝度の安定と高音
質化を実現するランプ保持装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記従来の課題を解決するために、本発明のランプ保持装置は、ランプと、前記ランプ
を保持するランプ保持成型品とからなるランプ保持装置であって、前記ランプ保持成型品
は、中空構造を有するひんじ形状の、薄肉部分上に形成された弾性力を有する複数の突起
支持部分を備え、前記突起支持部分が前記ランプに当接することにより前記ランプを保持
すること、または、ランプと、前記ランプを保持するランプ保持成型品とからなるランプ
保持装置であって、前記ランプ保持成型品は、ひんじ形状の薄肉部分上に形成された弾性
力を有する複数の突起支持部分を備え、前記突起支持部分が前記ランプに当接することに
より前記ランプを保持するランプ保持装置であって、前記ランプ保持成型品は、前記ラン
プの長さ方向に直交する平面において異なる平面上で前記突起支持部分が前記ランプに当
接することを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００６】
　本発明のランプ保持装置の構造によれば、ランプを確実に保持してがたつきを防止する
ことと保持部分での熱移動による輝度むらを防止することとの両方を実現することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。
【０００８】
　（実施の形態１）
　最初に、本発明の実施の形態１におけるランプ保持装置の概要について説明する。図１
は本発明の実施の形態１におけるランプ保持装置の断面図で、図２は図１のランプ保持装
置の平面図である。
【０００９】
　図１および図２において、本発明の実施の形態１におけるランプ保持装置は、ランプ１
と、反射板２と、ランプ保持成型品３とで構成されている。
【００１０】
　ランプ１は、例えばＬＣＤパネル等のバックライトとして用いられる蛍光灯ランプであ
り、反射板２はその光を前面に反射させるためのものである。図示していないが、拡散板
や液晶ユニットはバックライトの前面に配置固定されており、バックライトの光をもとに
画像表示装置として機能できるよう構成している。図１は、ランプ保持成型品３を反射板
２に固定した状態でランプ１を保持している状態の断面図を拡大表示している。ランプ保
持成型品３は、ランプ１を保持するための突起保持部３ａと、その保持部３ａを形成する
ひんじ部３ｂと、ひんじを形成するための穴３ｃ、反射板に固定するための爪部３ｄを有
している。爪部３ｄは図中１箇所のみの記載であるが、ランプの本数とランプの大きさに
よって必要数有して構成されている。
【００１１】
　反射板２は、バックライトの光を反射させるための手段となりうる反射層もしくは反射
シ－ト２ａを有し、ランプ保持成型品３を保持するための穴２ｂを設けて構成している。
穴２ｂは図中１箇所のみの記載であるが、これもランプの本数とランプの大きさによって
必要数有して構成されている。
【００１２】
　ランプ保持成型品３は、例えば射出成型樹脂により成形されており、熱絶縁性と量産性
に有利なものとなっている。ランプ保持成型品３は、ランプ１断面形状に対応しランプ１
と確実に接触する部分を突起保持部３ａのように突起状に形成しておき、さらにその突起
保持部３ａをひんじ部３ｂ上に形成し突起保持部３ａはひんじ部３ｂの弾性変形により、
あたかも弾性力を保有しているかのように動作する。また爪３ｄにより反射板２に設けた
穴２ｂに挿入するだけで反射板２への固定がなされる。ランプ保持成型品３を先に反射板
２に固定してもよい。その場合、ランプ１をランプ保持成型品３に挿入するだけでランプ
１の固定がなされる。固定された状態においてはランプ１とランプ保持成型品３との接触
は突起保持部３ａのみとなり、接触面積は少なくてすむため熱移動のリスクが減り、輝度
むらの発生を防止することができる。またひんじ３ｂの弾性力にてランプ１を保持できる
ため、がたつきもなく確実に保持でき、振動による共振音も防止することができる。ひん
じ部３ｂによる弾性力での保持は衝撃からランプ１を保護する効果もある。またひんじ部
３ｂは薄肉形状であるため熱伝達率を低く形成できるためランプ１からランプ保持成型品
３への熱移動が少なくなる。
【００１３】
　（実施の形態２）
　次に、実施の形態２におけるランプ保持成型品３について説明する。図３は本発明の実
施の形態２におけるランプ保持成型品３の断面図である。図４は図３のランプ保持装置の
平面図である。実施の形態１と同じ構成要素について、同一の番号を付与し説明を省略す
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【００１４】
　実施の形態２におけるランプ保持成型品３は、実施の形態１のランプ保持成型品と同様
に、例えば射出成型樹脂により成形されており、熱絶縁性と量産性に有利なものとなって
いる。実施の形態２におけるランプ保持成型品３は突起保持部３ａとひんじ部３ｂの位置
をずらして構成したことを特徴としている。
【００１５】
　一例として、図４には３点の突起保持部３ａを同一平面上に形成するのではなく、ずら
して形成した状態を示している。接触点をずらすことでランプ１からの熱移動の位置を分
散させる効果がある。これにより輝度むらはより目立たなくなるものである。接触点であ
る突起保持部３ａをずらすことでランプ１の保持の安定性を向上させることができる。
【００１６】
　なお、図４では３箇所ともずらして構成したが、挿入性などを考慮して２箇所に設定し
ても良い。
【００１７】
　またランプ保持成型品３は、実施の形態１および２において、射出成型樹脂により成形
されるとしたが、発砲樹脂材料にて成型したものであっても良い。発砲の樹脂材料で成型
した場合は熱伝達率を低く設定できるため、よりランプ１からの熱移動を防止することが
できる。
【００１８】
　なお、本発明の実施形態１および２において、ひんじ部に突起部分を形成した構成で説
明したが、ひんじ部分のみでも良く、同様の効果を発揮する。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　本発明のランプ保持装置は、ランプを確実に保持し、かつ輝度むらを軽減させるととも
に、液晶パネル等に適用した際に共振音による問題を解決するものであり、近年の液晶を
用いた薄型のテレビジョン受像機において非常に有益なものである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施の形態１におけるランプ保持成型品の断面図
【図２】本発明の実施の形態１におけるランプ保持成型品の平面図
【図３】本発明の実施の形態２におけるランプ保持成型品の断面図
【図４】本発明の実施の形態２におけるランプ保持成型品の平面図
【符号の説明】
【００２１】
　１　　ランプ
　２　　反射板
　２ａ　　反射シ－ト
　２ｂ　　穴
　３　　ランプ保持成型品
　３ａ　　突起保持部
　３ｂ　　ひんじ部
　３ｃ　　ひんじ形成用穴
　３ｄ　　爪
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【図４】
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